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区長研修会レポ－ト

■
長
井
市
プ
ロ
フ
ィ
ル　

人
口
／
三
万
二
千
人

　

山
形
県
の
西
南
部
で
出
羽
丘
陵
、
朝
日
山
系
に
囲
ま

れ
た
長
井
盆
地
に
位
置
す
る
。
最
上
川
の
舟
運
で
米
沢

藩
の
物
資
輸
送
の
起
点
と
し
て
栄
え
、
近
年
は
製
糸
工

場
な
ど
を
誘
致
し
商
工
業
都
市
に
変
ぼ
う
を
遂
げ
る
。

観
光
で
は
日
本
一
を
誇
る「
あ
や
め
公
園
」が
有
名
。

■
鷹
巣
町
プ
ロ
フ
ィ
ル　

人
口
／
二
万
二
千
人

　

秋
田
県
の
北
部
で
米
代
川
中
流
に
位
置
す
る
。
森
林

資
源
が
豊
富
で
木
材
の
集
散
地
と
し
て
商
工
業
が
栄
え

る
。
平
成
十
年
に
「
あ
き
た
北
空
港
」が
開
港
し
「
空
港

と
や
さ
し
さ
で
未
来
を
創
造
す
る
ま
ち
」を
基
本
理
念

に「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
中
。

秋田県鷹巣町

福祉のまちづくり

｢ケアタウンたかのす｣

▲生ごみはプラントの中でさまざまな

処理をされ、有機肥料になります。農

産物は本来の懐かしい味がしました。

▲たい肥化には水分が大敵。各家庭の生

ごみはバケツコンテナで集められ、コ

ンポストセンターへ搬入されます。

　

農
業
は
土
作
り
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の

国
民
生
活
を
支
え
る
た
め
、
大
量
の
化

学
肥
料
と
農
薬
を
使
用
し
た
農
業
は
土

の
疲
弊
を
招
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
長
井
市
は
本
来
な
ら
台
所
と
農
地

が
一
番
近
い
関
係
に
あ
る
農
村
地
帯
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
鮮
で
顔
の
見
え
る

地
元
産
の
農
産
物
は
、
農
家
の
生
産
事

情
、
市
場
原
理
か
ら
大
消
費
地
へ
と
流

れ
、
地
場
農
産
物
の
自
給
率
が
平
成
四

年
の
調
査
で
八
％
程
度
で
し
た
。

市
の
基
本
構
想
の
実
現
の
た
め
、
産

業
振
興
・
都
市
整
備
等
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
九
十
七
人
の
市
民
が
参
画
す

る
市
民
会
議
に
ゆ
だ
ね
た
結
果
、
長
井

市
の
農
業
を
「
自
然
と
対
話
す
る
農
業
」

と
位
置
付
け
、
有
機
肥
料
の
地
域
自
給

シ
ス
テ
ム
（
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
）が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
発
案
者
は
、
行
政

が
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
へ
と
組
織

づ
く
り
に
奔
走
し
、
消
費
者
、
生
産

者
、
商
工
団
体
、
農
業
団
体
、
医
師
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
参
画
を

得
て
、
平
成
四
年
に
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
推
進
委
員
会
が
設
立
。
平
成
九
年
に

は
農
林
水
産
省
の
補
助
で
建
設
さ
れ
た

生
ご
み
を
た
い
肥
化
す
る
施
設「
コ
ン
ポ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
」が
稼
動
し
、
地
域
自
給

シ
ス
テ
ム
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
た
生
活
系
生
ご
み
は
、
廃
棄
物
と
し

て
焼
却
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

市
の
委
託
業
者
が
回
収
し
、
農
業
廃
棄

物
の
も
み
殻
、
蓄
ふ
ん
と
合
わ
せ
、
コ

ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
約
八
十
日
間
か

け
て
た
い
肥
に
す
る
こ
と
で
、
有
機
資

源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
さ
れ
た
た
い
肥
は
、
農
協
を
通

し
て
農
家
に
低
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
家
で
は
、
そ
の
た
い
肥
を

使
っ
て
土
づ
く
り
を
し
、
市
独
自
の「
農

産
物
認
証
制
度
」に
基
づ
い
て
、
化
学
肥

料
や
農
薬
を
抑
制
し
た
農
産
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
産
物

が
、
市
民
の
食
卓
に
届
け
ら
れ
る
と
い

う
「
地
域
内
循
環
シ
ス
テ
ム
」
が
構
築
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
良
質
な
た
い
肥
を

生
産
す
る
カ
ギ
は
、「
生
ご
み
を
よ
く
水

切
り
し
、
金
属
な
ど
の
異
物
を
混
入
さ

せ
な
い
こ
と
」で
、
こ
れ
に
は
市
民
の
協

力
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
台
所
と
農
業
の
循
環

を
通
し
て「
生
命
を
基
調
と
し
た
地
域
社

会
の
構
築
」「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

続
け
ら
れ
る
循
環
型
地
域
社
会
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
物

は
、
価
格
で
は
市
場
で
競
争
で
き
ま
せ

ん
が
、
安
全
・
安
心
と
い
う
付
加
価
値

が
付
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

ン
マ
ー
ク
で
は
「
寝
た
き
り
」
の
高
齢
者

が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
高
齢
者
や
障

害
者
が
健
常
者
と
何
ら
変
わ
り
な
く
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ

　

鷹
巣
町
の
福
祉
は
、
北
欧
の
デ
ン

マ
ー
ク
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
デ

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
背
景

シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
市
民
の
協
力

住
民
参
画
で
福
祉
へ
の
取
り
組
み

山形県長井市

生ごみのたい肥化

「レインボープラン」
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区長研修会
レポート

白神山地のブナ林

　白神山地は、秋田・青

森両県にまたがる標高

1,000メートル級の広大

な山地帯で、世界最大級

の原生的ブナの自然林に

は、多種多様な動植物が

生息し、平成５年に世界

遺産に登録されました。

　ブナは、真っすぐ上に

向かって伸びてから枝を

張り巡らしますが、種を

落とした親木の枝に光を遮られ、伸び伸びと成長

できずに静かなたたずまいを見せる森の中に、厳

しい生存競争が見られます。幹が直径５センチ

メートルぐらいで20年から30年の歳月を経てい

て、その幹はコンクリートのように硬く、葉は朽

ちるまでに数年かかるとのこと。たい積した葉と

葉の間に水を大量に含むことができることから、

治水に大きな効果をもたらしているそうです。人

間の欲得で一度伐採してしまうと、再生は極めて

困難なため、今あるものを大切にし、後世へ引き継

ぐべき財産だと、あらためて認識させられました。

に
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、
二
百
人（
東

海
村
社
会
福
祉
協
議
会
二
十
七
人
）の
職

員
が
働
い
て
い
ま
す
。
職
員
は
全
国
か

ら
公
募
し
、
町
に
住
む
こ
と
を
条
件
に

採
用
し
た
そ
う
で
す
。
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
、
生
活
に
直
結
す
る
福
祉
の

検
討
・
提
案
が
な
さ
れ
る
と
、
課
題
を

「
す
ぐ
で
き
る
こ
と
」「
少
し
工
夫
す
れ
ば

で
き
る
こ
と
」「
予
算
化
し
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
」に
分
け
て
考
え
ま
す
。
現

在
「
在
宅
介
護
支
援
」「
介
護
保
険
」
な
ど

の
七
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
お
り
、
全

体
会
で
意
見
集
約
が
行
わ
れ
、
行
政
に

反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
鷹
巣
町
で
は
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
が
二
十
七
・
二
五
％

（
東
海
村
十
四
・
一
七
％
）。
平
成
四
年

に
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
が
発

足
す
る
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

町
民
六
十
人
が
活
動
を
始
め
、
町
の
福

祉
の
問
題
点
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設「
ケ
ア
タ
ウ

ン
た
か
の
す
」の
建
設
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
が
、
議
会
で
否
決
さ
れ
、
町
長
選
挙

な
ど
町
を
二
分
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、

う

よ

き
ょ
く
せ
つ

住
民
の
署
名
活
動
な
ど
紆
余
曲
折
が
あ

り
、
七
年
の
歳
月
を
経
て
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
で「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」と

い
う
自
治
意
識
が
芽
生
え
、
行
政
は
住

民
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
、
ま
さ
に
住

民
主
導
型
で
「
ま
ち
」
の
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
シ
ン
ボ
ル

が「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」な
の
で
す
。

　

鷹
巣
町
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
二

十
四
時
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
し
ま
し
た
。
在
宅
で
療
養
し
て
い

る
方
々
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
訪
問
看
護
活
動
な
ど
マ
ン

パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
公
社

　東海村区長会（小川政勝会長）は、６月24日から３日間にわたり、山形県長井市生ごみのた

い肥化「レインボープラン」、秋田県鷹巣町「福祉のまちづくり」、世界遺産に登録された白神

山地の視察研修を行いました。参加したのは、区長・村長・自治推進課職員２人の合わせて

29人。各分野で先進地といわれる両自治体の活動や取り組みなど、視察研修してきた内容を

ご紹介します。   ●問 合 せ　企画総務部自治推進課自治推進係（　282-1711　内線1341）

福
祉
を
ま
ち
の
産
業
に
!
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  現在、村では国土利用計画・東海村都市計画マスタープランの策定を進めています。これらの

計画の策定に当たり、皆さんの貴重な意見や提案を伺うために今年の１月から２月に実施したア

ンケート調査の結果がまとまりましたので、その結果を報告します(配 布 数…9,000枚、回 答

数…1,283枚／回答率約14.3％）。

◆問 合 せ 企画総務部企画財政課企画調整係（　282-1711　内線1335）

建設部都市計画課都市整備係（　282-1711　内線1232）

問４　まちづくりについての方法・知識習得のた

め有効だと考えられる施策（複数回答）

　①まちづくり講習会などの充実 ………13.2％

　②希望者を対象とした、まちづくり研修の実施

………24.6％

　③まちづくり情報の掲載 ………39.1％

　④まちづくり推進委員会・地区委員会活動の中

に研修や学習の機会を増やす ………18.9％

　⑤必要性を感じない ……… 3.4％

　⑥無回答 ……… 0.8％

問５　まちづくりの情報提供の方法としてより強

化すべきもの

　①インターネットによる情報提供の拡充

……… 9.3％

　②必要となる情報が一カ所で入手・相談等がで

きるあらゆる情報を備えたスペースの整備

………29.8％

　③①と②の両方とも必要 ………50.5％

　④今のままで十分 ……… 9.1％

　⑤無回答 ……… 1.3％

問６　まちづくりを総合的に進めるために、NPO

やボランティアグループが活動していく際、

どのような機能を充実すべきか（複数回答）

　①会議や打ち合わせの場所 ……… 8.5％

　②事務作業が行える場所 ………15.5％

　③印刷や製本ができる作業室 ……… 3.8％

　④情報検索・情報発信のためのパソコンコー

ナー   ………12.6％

　⑤利用するための規則を柔軟にする

………23.8％

　⑥地域活動等の情報収集  ………33.4％

　⑦無回答 ……… 2.4％

問７　「まちづくり条例」の制定について

　①村民の意見を十分に取り入れて制定すべき

 ………51.3％

　②詳しい説明後に判断したい　 ………40.4％

　③定める必要はない ……… 5.3％

　④関心がない ……… 1.6％

　⑤無回答 ……… 1.4％

問８　ひたちなか地区周辺の土地利用の在り方

（複数回答）

　①流通サービス施設の立地 ………46.1％

　②先端技術に関連する研究施設の立地

………25.4％

　③来訪者に対する飲食や宿泊施設の立地

………16.6％

　④その他 ……… 9.8％

　⑤無回答 ……… 2.1％

問９　土地利用を進めるに当たり望ましい方法とは

　①環境保全に配慮した土地利用を行うべき

………74.7％

　②土地や建物の変更を伴う方法でも仕方がない

………20.3％

　③関心がない ……… 3.5％

　④無回答 ……… 1.5％

問10　ひたちなか地区周辺に居住しているかまた

は土地の権利を所有しているか

　①はい ………44.0％

　②いいえ ………54.4％

　③無回答 ……… 1.6％

村民参加のまちづくりの推進策について

ひたちなか地区周辺の土地利用について
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国土利用計画・東海村都市計画マスタープラン

についてのアンケート結果について

アンケート回答者の内訳

　②市街地内での土地利用の制限を加えるべき　

　　　          ……… 6.7％

　③郊外の農地や山林などについては規制や制限

　を加えるべき  ………20.7％

　④住民の意見を反映したものであれば、ある程

　度の制限はやむを得ない  ………48.3％

　⑤私有地については規制や制限を加えては困る

 ………11.9％

　⑥無回答  ……… 0.6％

問２　土地利用計画として必要な対策

　①既存の商店街の活性化を図る ………15.0％

②商業地として計画している区域の活性化を図

るために、集客性のある施設の集中的な立地

誘致を推進する  ………45.6％

　③郊外に大規模な店舗が無秩序に立地しないよ

　うに大型店などの立地を計画的に誘致する

 ………25.5％

　④特に対策を行う必要はない  ……… 9.2％

　⑤その他  ……… 4.0％

　⑥無回答  ……… 0.7％

問３　保全をテーマとした土地利用計画の策定に

ついて

　①ある程度の規制力のある計画を定めるべき

　………58.9％

　②土地所有者の意向が反映できるように柔軟性

　のある計画を定めるべき  ………32.2％

　③個人の権利の制限になるようなことは定める

　べきではない  ……… 6.9％

　④その他  ……… 1.5％

　⑤無回答  ……… 0.5％

国土利用計画と東海村マスタープラ
ンについて

土地利用全体について

国土利用計画

国土利用計画は、国土の利用に関する行政上

の指針となる総合的かつ長期的な計画です。国

土利用に当たっては、公共の福祉を優先させ、

自然環境の保全を図りつつ、地域の自然的、社

会的、経済的および文化的条件に配慮して、健

康で文化的な生活環境の確保と国土の均衡ある

発展を図ることを基本理念として策定するもの

です。

東海村都市計画マスタープラン

近年の産業社会構造の急速な進展や住民の価

値観の多様化、また、地方分権を背景とした市

町村への各種権限の移譲等により、まちづくり

における市町村の役割が一層大きなものとなっ

てきており、行政と住民が都市の将来像を共有

し、一体となってこれに基づいたまちづくりを

進めていくことが重要となってきています。こ

のような背景を基に、住民の意見を十分に反映

させた上で、まちづくりに関する基本的な考え

方を示しているものが「東海村都市計画マス

タープラン」です。

問１　土地利用計画の在り方について　

　①土地利用の規制や制限を現行より強化すべき

 ………11.8％

性　　別 居住地区 年　　齢
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文
化
財
の
保
護
制
度
と
し
て
は
茨
城

県
内
で
は
初
め
て
の
制
度
と
な
る
、
東

海
村
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
文
化
」
登
録

制
度
を
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

通
常
、
価
値
の
あ
る
文
化
財
は
、
国

や
県
、
村
が
文
化
財
保
護
法
や
条
例
に

基
づ
い
て
指
定
し
、
保
護
す
る
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
に
は
現
在
、
県

指
定
が
一
件
、
村
指
定
が
十
九
件
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
指
定
さ
れ
た
も
の
以

外
に
も
、
貴
重
な
文
化
財
は
村
内
に
数

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
録
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
指

定
文
化
財
以
外
の
す
べ
て
の
文
化
財
を

対
象
と
し
、
教
育
委
員
会
が
独
自
に
登

録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
全
体
の
宝

物
と
し
て
、
長
く
子
孫
に
残
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
は
？　

　

地
域
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
住

ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な

い
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
巨
樹
、
巨
木
、
景
観
、
年
中
行
事

な
ど
に
関
す
る
風
俗
習
慣
、
民
俗
芸

能
、
石
碑
、
古
い
家
屋
、
古
墳
、
城
跡
、

古
文
書
、
絵
画
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
十
四
年
度
の
募
集
は
？　

　

平
成
十
四
年
度
は
ま
ず
、
巨
樹
や
巨

木
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
樹
木
お
よ

び
、
地
域
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

よ
う
な
も
の
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
自

然
物
に
つ
い
て
の
登
録
を
し
て
い
き
ま

す
。
●
応
募
方
法
は
？

　

各
地
域
の
文
化
財
（
自
然
物
）を
推
薦

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
心
当
た
り
の
方

は
、
社
会
教
育
課
、
中
央
公
民
館
ま
た

は
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
備
え

て
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
登
録
後
は
？　

　

推
薦
を
受
け
た
文
化
財
は
、
教
育
委

員
会
で
検
討
し
、
所
有
者
の
同
意
を
受

け
、
登
録
さ
れ
ま
す
。
所
有
者
に
は
登

録
認
定
書
が
交
付
さ
れ
、
自
然
物
は
所

在
地
、
写
真
な
ど
と
と
も
に
台
帳
に
登

録
さ
れ
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
文
化
財

は
、
案
内
板
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
文
化

財
マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

東
海
村
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
文
化
」

登録制度をつくりしました

東海村「ふるさとの自然・文化」

平成14年７月から

登
録
制
度
に
よ
る
文
化
財
の
募
集
に
併

せ
、
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
活
動
す

る
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

　

東
海
村
の
文
化
財
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
は
？　

　

村
内
に
在
住
・
在
勤
で
健
康
な
方

●
活
動
内
容
は
？　

　

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
文
化
財
に

関
す
る
研
修
会
を
受
講
し
、
村
の
文
化

財
（
指
定
・
登
録
）を
実
際
に
見
学
し
て

い
た
だ
い
た
後
に
、
文
化
財
の
調
査
・

保
護
・
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
は
？

　

社
会
教
育
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
文
化
振
興
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
４
２
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。教
育
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近

に
あ
る
大
切
な
自
然
や
文
化
を
調
査
・

保
護
・
活
用
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
文
化
」

登
録
制
度
と
は
？

地
域
の
宝
物
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
・
問
合
せ
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（注）所得制限限度額に加算されるもの

　①受給者本人の場合

　　老人控除対象配偶者または老人扶養親族１

　人につき10万円

　　特定扶養親族１人につき15万円

　②扶養義務者・配偶者・孤児などの養育者

　　老人扶養親族がある場合は１人につき６万

　円（ただし、扶養親族などがすべて老人扶養

　親族の場合は１人を除きます）

　児童扶養手当を請求する方が母親の場合に

は、所得の範囲について次の見直しが行われる

のでご留意ください。

■母親がその監護する児童の父親から、その児

童について扶養義務を履行するための費用と

して受け取る金品などについて、その金額の

80％（１円未満四捨五入）が所得として取り扱

われます。

■従来、収入から控除していた寡婦控除、寡婦

特別加算は控除しないこととなります。ま

た、請求者（母親または養育者を問わず）が特

別障害者控除を受けている場合の控除額が35

万円から40万円に引き上げられました。

　現在、児童扶養手当を受給している方で今回

の改正により手当額が減額となった方を対象と

して母子福祉資金貸付金（特別児童扶養資金）を

設け、無利子の貸付を行います。また、この貸

付金については、貸付申請時に保証人を得るこ

とが困難な場合、特例的に貸付額の累積額が５

万円に達するまで保証人を猶予することができ

るようになります。

　今月からの改正に伴い、手当の実際の支払い

は、８月から11月分までの４か月をまとめて12

月に行いますので、新しい制度による手当の支

払は12月支給分からとなります（支払日は、今

までと同じ11日となります）。

　また、改正に伴って、毎年の現況届など記載

事項も変わることとなりますので、ご留意くだ

さい。

　

　母子家庭などに対して支給されている児童扶養手当制度が、今月から一部改正となりました。現行

では受給者の収入に応じて、手当額が全部支給・一部支給の２段階に別れていますが、今後は所得の

範囲が変わり、一部支給の手当額については、所得に応じてきめ細かく定められることになりまし

た。なお詳しくは、福祉部福祉課児童福祉係（　282-1711　内線1169）へお問い合わせください。

所得の範囲などの見直し

その他

児童扶養手当制度
一部変わりました

　平成14年度所得制限限度額（平成14年８月から平成15年７月分　単位：円）

　　　　　　　所得　　　　　　　本　　　　　　　　　　人　　

　　　 扶養親族数　　　　

　　　　　０人

　　　　　１人

　　　　　２人

　　　　　３人

　　　　　４人

　　　　　５人

全部支給

１９０,０００

５７０,０００

９５０,０００

１,３３０,０００

１,７１０,０００

２,０９０,０００

一部支給

１,９２０,０００

２,３００,０００

２,６８０,０００

３,０６０,０００

３,４４０,０００

３,８２０,０００

扶養義務者・配偶者

・孤児などの養育者

２,３６０,０００

２,７４０,０００

３,１２０,０００

３,５００,０００

３,８８０,０００

４,２６０,０００

制度改正に伴う配慮
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操
作
者
の
目
的
外
利
用
を
防
ぎ
ま
す
。

■
運
用
面
か
ら
の
対
策
…
指
定
情
報
処
理
機
関
に「
本
人

確
認
情
報
保
護
委
員
会
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
不
測
の

事
態
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
時
対
応
計
画

の
策
定
な
ど
に
よ
り
、情
報
の
漏
え
い
を
防
止
し
ま
す
。

　

無
作
為
に
作
成
さ
れ
た
十
一
け
た
の
数
字
に
よ
り
、

す
べ
て
の
国
民
に
重
複
し
な
い
よ
う
に
付
け
ら
れ
る
番

号
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
か
ら
正
確
か
つ
迅
速

に
情
報
を
取
り
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し

て
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
す
。
今
後
は
、
今
ま

で
住
民
票
を
添
付
し
て
い
た
各
種
行
政
事
務
手
続
き
に

つ
い
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
本
人
確
認
を
行

う
た
め
に
住
民
票
を
取
り
に
行
く
手
間
が
省
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
行
政
機
関
か
ら
番
号
を
聞

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
住
民
票
コ
ー
ド
は

申
請
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
好
み
の

数
字
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

八
月
下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
知
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
今
後
、
行
政
機
関
へ

の
届
け
出
・
申
請
の
際
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
人
と
同
一
世
帯
の
方
以
外
に
は
漏
れ
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
部
住
民
課
住
民
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１

１
２
３
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
？

住
民
票
コ
ー
ド
と
は
？

個
人
情
報
の
保
護
対
策

住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知

問
合
せ

　

Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）社
会
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
住
民

負
担
の
軽
減
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
行
政
改
革
の
た
め
、
行
政
の
高
度
情
報
化
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の

中
、
平
成
十
一
年
八
月
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
今
年
八
月
五
日
か
ら
国
の
行
政
機
関
な
ど

へ
の
住
民
情
報
の
提
供
お
よ
び
住
民
票
へ
の
「
住
民
票

コ
ー
ド
」の
記
載
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
五

年
八
月
に
は
、「
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
」「
転
入
転

出
の
特
例
処
理
」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
」な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
区
町
村
が
行
う
各
種
行
政
の
基
礎
で
あ
る
住
民
基

本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
四
情
報（
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
）と
住
民
票
コ
ー
ド
、
こ
れ
ら

の
変
更
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
、
全
国
の

都
道
府
県
・
市
区
町
村
と
を
専
用
回
線
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
本
人

確
認
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
の
本
人
確
認
情
報
を
国
の
機
関
に
提
供
し
た

り
、
都
道
府
県
が
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

国
や
都
道
府
県
の
免
許
や
許
可
を
受
け
る
と
き
に
添
付

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
住
民
票
の
写
し
や
証
明
が
一

部
の
事
務
で
省
略
さ
れ
、
住
民
票
の
写
し
を
取
る
た
め

に
市
区
町
村
の
窓
口
へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
行
政
側
で
も
、
常
に
最
新
で
正
確
な
居
住
情

報
・
生
存
情
報
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
年
金
の
過
払
い
防
止
な
ど
、
公
平
で
効
率
的
な
行

政
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
は
、
個

人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
制
度
・
技
術
・
運
用
の
三

つ
の
側
面
か
ら
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

■
制
度
面
か
ら
の
対
策
…
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
で
保
有
す
る
本
人
確
認
情
報
の
限
定
、

提
供
を
行
う
行
政
機
関
や
利
用
事
務
に
つ
い
て
は
、

法
律
で
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
に
お
け
る

住
民
票
コ
ー
ド
の
利
用
を
法
令
で
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
関
係
職
員
等
に
対
す
る
安
全
確
保
措
置
・
秘
密

保
持
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

■
技
術
面
か
ら
の
対
策
…
安
全
性
の
高
い
専
用
回
線
の

利
用
や
通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化
な
ど
に
よ
り
、
外
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
不
正
侵
入
、
情
報
の
漏
え
い

を
防
止
し
ま
す
。
ま
た
、
操
作
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
厳
重
な
確
認
、
不
審
な
操

作
パ
タ
ー
ン
の
常
時
監
視
な
ど
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム

住民サービスの向上

行政事務の効率化

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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東海まつり

●日　　時 ８月10日（土）　午後２時～８時

30分（特設ステージは午後９時まで）　※雨天

時は８月11日（日）に順延。

●場　　所 駅東大通り

●内　　容 ①パレード…東海音頭踊り、み

こし、山車ほか　②特設ステージ…タレン
わたる てっ ぺい

ト・亘哲兵さんによる物まね、茨城県警音

楽隊、東海太鼓、琉球舞踊・エイサー、

ひょっとこ踊り、民謡ショーほか

花火大会

●日　　時 ８月11日（日）　午後７時30分～

９時　※雨天時は８月12日（月）に順延。

●場　　所 阿漕ヶ浦公園

地域まつり

　８月11日（日）に、４か所のコミュニティセン

ターで「地域まつり」を開催します。

問合せ

　東海まつり実行委員会事務局（　283-2141）

場　所

中丸コミュニティセンター

午後０時3 0 分～午後３時

村松コミュニティセンター

午後２時～４時3 0 分

真崎コミュニティセンター

午後３時～５時

舟石川コミュニティセンター

午後３時～５時

内　容

東海音頭ニューバージョン、風船、流し

そうめんほか

民謡、〇×クイズ、輪投げ、マジックバ

ルーン、焼きそば、抽選会ほか

金魚すくい、ビンゴゲーム、流しそうめ

ん、水ヨーヨー釣りほか

和太鼓演奏、東海音頭、盆踊り、輪投

げ、クッキーのつかみ取りほか
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●花のある暮らしを楽しむきっかけとして
６月22日、真崎コミュニティセンター（富永義勝センター長）

で「ガーデニング教室」が開催されました。この教室は、真崎

コミセンが自主事業として行っているもので、大変好評

だった昨年に引き続き２回目の実施となった今回は、25人

が参加し、（株）海野ガーデン園芸センターの講師２人の指導

の下、「ガザニア」「コリウス」「ダリア」など５種類の寄せ植え

を行いました。参加者の大半が初心者ということもあり、

慣れない手つきでの作業開始となりましたが、楽しみなが

ら次第に慣れ、思い思いに素敵な作品を作り上げていました。

●友達の輪を広げた幼小交流会

●みんなの願い、かなうといいね
７月５日、舟石川保育所（近藤寿子所長）で「七夕会」が行われ

ました。この催しは、天帝の怒りに触れ、天の川の東と西

に離れて暮らすことになった織姫と彦星が、７月７日の七

夕の夜、１年に１度だけ天の川を渡って再会できるという

伝説にあやかって行われたもの。近藤所長の「七夕はいつで

すか？」「短冊に願い事を書きましたか？」などの問い掛けに

元気よく答えた子どもたちは、「サッカー選手になりたい」

「看護師になりたい」など、短冊に書いたかわいらしい願い事

を発表し、願いがかなうようササの葉に飾り付けていました。

小学生と園児の交流を深めるとともに、先生方の交流と教

育に関する情報交換をすることを目的として毎年行われて

いる「幼小交流会」が７月３日、石神幼稚園（天野せつ子園

長、園児数87人）で実施されました。石神幼稚園を訪問した

石神小学校（塙厚校長、生徒数366人）の１年生59人は、園庭

で園児たちと一緒になって、元気いっぱいに遊び回るなど

大はしゃぎ。この日のために園児たちが掘ってきたジャガ

イモが蒸かし上がると、おいしそうに食べながら交流会を

心行くまで楽しみ、友達の輪を広げることができたようです。
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●新旧訪問団員が交流を深める
６月21日、東海村姉妹都市友好協会主催による「アイダホ

フォールズ市一般訪問団壮行会」が、姉妹都市交流会館で開

催されました。この壮行会は、７月１日から９日まで、姉

妹都市・アメリカ合衆国アイダホフォールズ市との友好を

さらに深めるために現地を訪れる一般訪問団13人（村上達也

団長）を壮行するとともに、新旧訪問団員間の交流を図り、

姉妹都市交流活動のさらなる飛躍を期待して実施されたも

の。壮行会の中で村上団長は、「姉妹都市のきずなをさらに

深めてきたい」と、意欲に満ちたあいさつをしていました。

●犯罪や非行のない明るい社会の実現に向けて
「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の

防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする全国的な運動で、法務省の主唱により

昭和26年に始まって以来、毎年７月の運動強調月間を中心

に、全国各地でさまざまな活動が展開されています。村で

は７月１日、保護司会と更生保護婦人会の会員20人が、役

場での団結式の後、東海駅など村内５か所に分かれ、チラシ

などを配布しながら、運動への理解を呼び掛けていました。

●久慈川の環境保護の一環として

●小野瀬さんが関東体育指導委員功労者賞を受賞
長野県で６月６日に行われた「関東体育指導委員研究大会」

で、東海村体育指導委員の小野瀬一さんが「関東体育指導委

員功労者賞」を受賞しました。この受賞は、20年間スポーツ

を通して村の青少年の健全育成に多大な貢献をするととも

に、村のスポーツ振興への取り組みが認められてのもの。

「この賞は私だけではなく、村のスポーツ発展に携わってい

る人全員が受賞したもの」と話す小野瀬さんは、「少子高齢

化、完全学校週５日制を踏まえ、今後、村のスポーツがど

うあるべきか考えていきたい」と抱負も聞かせてくれました。

河川愛護・美化思想の普及および水質保全の啓蒙を図るこ

とを目的とした、毎年恒例の「久慈川一斉クリーン作戦」が、

７月14日の午前７時30分から、石神外宿河川敷グラウンド

や豊岡河口付近などで行われました。久慈川周辺の住民を

はじめ、ライオンズクラブや役場共済会など16団体・約

1,350人が参加し、清掃作業を実施。この日は台風が去った

直後ということもあり、多くの漂流物などが川岸に散乱し

ていましたが、参加者たちは、配布されたごみ袋いっぱい

にごみを拾い集め、元通りのきれいな状態にしていました。
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真
っ
す
ぐ
見
つ
め
て
く
る
真
剣
な
眼
差
し
に
、

吸
い
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
絵
本
を
読
み

進
め
て
い
き
ま
す
。
読
み
終
わ
り
、
本
を
閉
じ
る

と
、
緊
張
感
が
緩
み
、
ほ
っ
と
し
た
空
気
が
流
れ

ま
す
。
「
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
く
れ
た
か
し

ら
」と
不
安
な
一
瞬
で
も
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
る
と
、「
よ
か
っ
た
よ
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
、不
安
は
吹
き
飛
び
、「
今
日
も

読
み
聞
か
せ
に
来
て
よ
か
っ
た
」と
思
う
の
で
す
。

　

私
が
活
動
し
て
い
る
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、
東

海
村
立
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し

「
読
み
聞
か
せ
」の
よ
ろ
こ
び

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

あ
ら

き

ひ
で

こ

白
方　

荒
木　

秀
子

て
昭
和
五
十
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
活
動
内
容

は
、
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ（
第
一
土
曜
日
か
ら

第
四
土
曜
日
）を
中
心
に
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
な
ど
へ
出
向
い
て
の「
読
み
聞
か
せ
」、
村
の

文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
二
十
二
人

の
メ
ン
バ
ー
で
、
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
の
依
頼
に

で
き
る
だ
け
こ
た
え
よ
う
と
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
全

体
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

「
読
み
聞
か
せ
」は
、
子
ど
も
た
ち
が
本
を
好
き

に
な
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
想
像
力
の
あ
る
子
に

な
る
、
集
中
力
が
つ
く
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
考
え
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
思
う
と
、
責
任
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
、
準
備
、

練
習
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。
口
で
言
う
こ
と

や
、
頭
で
考
え
る
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
実
際
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
立
て
込
む
と
、
し
ん
ど
く
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
頑
張
る
と
、
後

の
喜
び
が
大
き
い
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
う
れ
し

そ
う
な
顔
、
笑
顔
、「
あ
り
が
と
う
」の
声
、
私
の
緊

張
も
不
安
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
優
し
さ
、
そ
れ
ら

す
べ
て
が
、
次
へ
の
活
力
を
与
え
て
く
れ
て
、
元
気

と
喜
び
を
く
れ
る
の
で
す
。
つ
ま
り「
読
み
聞
か
せ
」

は
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
こ
と
よ
り
、
自
分
に
与

え
て
く
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
読
み
聞
か
せ
」の
喜
び
を
大
切
に
し
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
け
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　

【
俳　

句
】

秋
め
い
て
き
し
風
の
音
波
の
音　

 

村
松　

川
﨑　

常
義

群
落
の
浜
昼
顔
や
波
崎
浜

南　

台　

藤
田
己
之
次

枇
杷
食
べ
し
口
中
味
の
さ
っ
ぱ
り
と
百　

塚　

川
勾　
　

清

梅
雨
寒
に
一
枚
羽
織
り
庭
に
出
る内　

宿　

渡
辺　

あ
さ

手
を
合
わ
せ
祈
る
彼
方
は
朝
曇
舟
石
川　

舛
井　

愛
子

梅
雨
近
し
虹
別
の
し
ゅ
ん
動
始
ま
ら
ん

村　

松　

正
木　

幹
夫

白
神
や
清
き
遺
産
に
青
嶺
風　

 

南　

台　

宮
本　
　

直

霊
園
に
見
お
ろ
す
朝
の
植
田
か
な南　

台　

助
川　

千
代

新
緑
の
夕
焼
け
空
に
飛
ぶ
小
鳥 　

豊
岡　

中
島
エ
ミ
子

割
箸
の
ぱ
り
ん
と
割
れ
て
秋
立
て
り
白　

方　

柴
田　

一
声

朝
露
が
垣
根
越
え
が
し
七
陽
花 　

南
台　

栗
田　

誠
治

白
猫
の
影
よ
ぎ
り
け
り
梅
雨
の
庭南　

台　

渋
谷
め
ぐ
み

こ
ん
な
大
き
な
梅
拾
ふ
志
士
の
墓村　

松　

松
本　

正
勝

賑
賑
し
雲
雀
身
近
な
梅
雨
晴
や 　

南
台　

根
本　

怜
子

柳
に
も
風
に
逆
う
若
き
枝 　
　

白　

方　

根
本　
　

武

　
　

【
短　

歌
】

何
と
な
く
梅
雨
の
晴
間
に
ほ
っ
と
す
る
雲
の
す
き
ま
よ

り
光
差
し
つ
つ

内　

宿　

飛
田　

静
峰
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四
歳
の
と
き
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
幼
稚
園
の

夏
か
ら
毎
年
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
て
い
る
私
に
と
っ

て
、
ど
の
思
い
出
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
必
ず
ピ

ア
ノ
が
そ
の
時
々
の
私
の
成
長
記
録
の
よ
う
に
響

い
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
は
、
楽
し
く
喜
び
に
満し

ち
て
、
そ
し
て
ま
た
あ
る
と
き
に
は
、
悩
み
、
試

こ
う
さ
く

ご

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
今
と
な
っ
て
は
、
ピ
ア
ノ

の
な
い
生
活
が
考
え
ら
れ
な
い
私
で
す
が
、
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
し
た
世
界
を
ピ
ア
ノ
に
よ
っ
て
表
現

で
き
る
よ
う
に
、
各
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
の
教
授
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
と
、
文

化
、
歴
史
の
違
い
、
言
語
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
違
い
に
よ
る
表
情
の
幅
の
差
に
、
日
本
人
で
あ

る
私
が
西
洋
音
楽
を
体
得
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
可
能
性
を
追
求
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
て
い
く
気
概
を
感
じ

ま
す
。
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
個

せ
っ

さ

た
く

ま

性
豊
か
な
多
く
の
友
と
切
磋
琢
磨
し
、
感
性
を
磨

き
、
読
書
や
一
般
教
養
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
人

間
性
に
奥
行
き
を
持
た
せ
、
高
校
生
活
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
吸
収
力
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
時
期
、
同
じ
条
件
の
下
で

も
、
ど
れ
だ
け
成
長
で
き
る
か
は
、
自
分
の
意
識

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
す
。

　

多
く
の
天
才
が
残
し
て
く
れ
た
芸
術
作
品
に
出

会
っ
た
と
き
、
私
の
心
の
琴
線
に
触
れ
、
豊
か
な

気
持
ち
に
な
れ
た
よ
う
に
、
私
の
演
奏
に
よ
り
、

人
々
の
心
に
感
動
を
生
み
、
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
家
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

が
あ
り
、
音
楽
に
理
解
の
あ
る
両
親
、
常
に
親
身

に
な
っ
て
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
瀧
塚
順
子

先
生（
私
の
こ
と
は
生
ま
れ
る
前
か
ら
知
っ
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
）
、
楽
し
く
有
意
義
な
高

校
、
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
、
謙
虚

に
自
分
を
見
つ
め
、
日
々
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
好
き
な
も
の
、
夢

中
に
な
れ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
え
る
の
で
す
。

朝
の
雨
大
地
を
濡
ら
す
梅
雨
ふ
け
に
時
鳥
啼
け
り
わ
が

家
近
く　

船　

場　

舛
井
庫
之
助

気
忙
し
く
植
え
し
青
田
に
い
く
つ
も
の
白
鷺
飛
び
交
う

梅
雨
降
れ
る
日
々

外　

宿　

高
槌　

す
み

臥
す
わ
れ
に
老
い
た
る
母
の
持
ち
て
来
し
今
朝
の
赤
飯

か
み
し
め
て
食
む

村　

松　

高
橋　

道
子

父
の
抱
き
し
最
後
の
孫
の
わ
が
娘
二
人
の
子
を
持
つ
母

に
な
り
た
り

村　

松　

高
橋　

正
弘

休
田
の
今
年
青
田
に
な
り
た
れ
ば
い
く
つ
か
燕
乱
れ
つ

つ
飛
ぶ

南　

台　

根
本
内
俊
男

い
に
し
え
の
埴
輪
の
里
を
訪
れ
て
窯
だ
し
跡
に
生
活
偲

ぶ

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
待
つ
者
多
し
と
て
三
階
宿
舎
の
工
事

進
み
ぬ

船　

場　

中
井
川
し
げ

那
珂
郡
で
身
障
ス
ポ
ー
ツ
四
位
な
り
皆
さ
ん
話
題
は

サ
ッ
カ
ー
の
話

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

か
じ
か
鳴
く
廃
校
あ
と
の
山
荘
に
こ
の
時
期
ば
か
り
児

等
の
声
あ
り

内　

宿　

村
上　

文
江

雨
音
に
満
た
さ
れ
し
闇
ふ
か
く
深
く
水
葬
さ
る
る
ご
と

眠
れ
り

南　

台　

櫛
田　

浩
平

梅
雨
晴
れ
に
洗
濯
物
と
ふ
と
ん
干
し
恵
み
の
陽
ざ
し

と
っ
て
お
き
た
し

村　

松　

花
井　

柳
子

夕
焼
け
に
誘
ひ
合
い
し
か
カ
ラ
ス
た
ち
声
の
む
れ
つ
つ

ね
ぐ
ら
へ
と
飛
ぶ

舟
石
川　

小
川
か
お
る

卯
の
花
の
匂
い
を
運
ぶ
風
の
中
わ
れ
懸
命
に
青
草
を
刈

る

外　

宿　

小
林
美
代
子

弓
道
の
子
供
と
先
生
千
羽
鶴
ガ
ン
と
つ
き
合
う
夫
車
椅

子
押
す

白　

方　

上
野　

光
子

　
　

【
川　

柳
】

全
滅
は
玉
砕
惨
死
は
散
華
と
や　

南
台　

谷　

ひ
ろ
し

青少年
今どきの

県立水戸第一高等学校１年
お がわ ひとみ

村松　小川　瞳
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●開館時間　午前10時～午後７時　※展示の

最終日は午後３時までとなります。

●場　　所　ＪＲ東海駅（駅舎２階）

●問 合 せ　東海ステーションギャラリー（　

287-3680）　

５５５５５

が
、
自
宅
か
ら
病
院
等
の
通
院
に
、
村
の
指
定
タ
ク

シ
ー
会
社（
三
社
）の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
村
が

料
金
の
一
部
を
補
助
す
る「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

一
般
の
公
共
交
通
機
関
が
利
用
で
き
な
い
た
め
に
タ

ク
シ
ー
で
通
院
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
に
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
一
部
を
村
が
補
助
し
、
高
齢
者
の

生
活
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
体

障
害
者
手
帳
一
・
二
級
ま
た
は
療
育
手
帳
A
・
Ａ
を
お
持

ち
の
方
の
う
ち
、
一
般
の
公
共
交
通
機
関
が
利
用
で
き

な
い
方
ま
た
は
下
肢
の
不
自
由
な
方
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
宅
と
保
険
医
療
機
関(

病
院
な
ど)

の
通
院
に
限
ら
れ
、
買
い
物
な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
回
数
は
月
四
回
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
慢
性
透
析
療
法
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
月

六
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
負
担
は
タ
ク

シ
ー
料
金
の
お
よ
そ
四
割
か
ら
五
割
と
な
っ
て
お
り
、

申
請
し
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
部
福
祉
課

高
齢
福
祉
室
高
齢
福
祉
係
（
内
線
１
１
６
３
）
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今

回
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

７月21日（日）～８月31日（土）

毎
年
恒
例
の
夏
休
み
特
別
企
画
展
。
今
回
で

九
回
目
に
な
り
ま
す
。村
の
小
学
生
約
二
千

人
の
デ
ッ
サ
ン
を
学
年
別
に
展
示
し
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
デ
ッ
サ
ン
の
美
し
さ
、子
ど
も

た
ち
の
純
粋
な
ま
な
ざ
し
を
感
じ
と
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。ぜ
ひ
、皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。　

９月８日（日）～９月14日（土）

「
東
海
村
郷
里
カ
ル
タ
」の
中
の「
願
船
寺
」に

関
す
る
朗
読
を
聞
い
て
子
ど
も
た
ち
が
想
像

し
て
描
い
た
絵
、約
二
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
感
性
で
描
か
れ
た

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
、ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？　

ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

十
五
年
間
の
画
業
の
歩
み
を
、
あ
え
て
「
刻

展
」
と
銘
打
っ
て
こ
こ
に
発
表
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。ご
家
族
、お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

９月１日（日）～９月７日（土）

子どもデッサン展2002

刻展・井上篤司東海村子ども会育成連合会絵画展

◆

◆ ◆
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遺
族
基
礎
年
金

に
つ
い
て

　

国
民
年
金
加
入
中
の
死
亡
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間（
原
則
と
し
て
二
十
五
年
）を
満
た
し
た

人
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
に
、
子
が
十
八

歳
に
到
達
し
た
年
度
末
に
な
る
ま
で
、
あ
る
い
は
一

級
・
二
級
の
障
害
の
あ
る
子
の
場
合
は
二
十
歳
に
な
る

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

　

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
②
国
民
年
金
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
人
で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
人

―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
に

子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

①
・
②
の
場
合
、
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
保
険
料
の
納

付
済
期
間（
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）が

三
分
の
二
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
額（
平
成
十
四
年
度
の
額
）

　

問
合
せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
１
３
７
）

　

遺
族
基
礎
年
金

の
年
金
額
は
八
十

万
四
千
二
百
円
で

す
。
子
の
加
算
額

を
加
え
る
と
表
の

と
お
り
で
す
。

子の数

１人のとき

２人のとき

３人のとき

４人以上

年金額

1,035,600円

1,267,000円

1,344,100円

３人以上のときの額に
１人につき77,100円を加算

子のある妻に支給される年金額

子の数

１人のとき

２人のとき

３人のとき

４人以上

年金額

804,200円

1,035,600円

1,112,700円

３人以上のときの額に
１人につき77,100円を加算

子のみに支給される年金額

　

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き

　

図
書
館
の
数
多
い
資
料
の
中
で
、
読
み
た
い
本
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
い

う
と
き
の
本
の
探
し
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

「
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」で
探
す

　

「
本
の
タ
イ
ト
ル
」や「
書
い
た
人
」を
入
力
す
る
と
、
ど

こ
に
本
が
あ
る
か
表
示
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
が
途
中

ま
で
し
か
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ま

た
、「
タ
イ
ト
ル
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」で
探
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
を
入
力
す
る
と
、

「
キ
ャ
ン
プ
」や「
野
外
料
理
」「
生
き
物
観
察
」な
ど
、
ア
ウ

ト
ド
ア
に
関
連
し
た
本
が
多
数
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

②
本
が
貸
し
出
し
中
の
と
き
は
…

　

予
約
が
で
き
ま
す
。
自
分
で「
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」で

予
約
す
る
か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

③
本
の
所
蔵
が
な
い
と
き
は
…

　

リ
ク
エ
ス
ト
が
で

き
ま
す
。
当
図
書
館

を
通
し
て
、
県
立
図

書
館
や
他
の
図
書
館

か
ら
も
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
日
図
書
館
員
に
な
っ
て
み
よ
う
!

　

図
書
館
て
ど
ん
な
所
？　

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
？　

本
を
借
り
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
分
か
ら
な
い
図
書

館
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う
!　

参
加
し
た
い
人

は
、
今
す
ぐ
図
書
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
期　
　

日　

八
月
二
十
五
日（
日
）　

▼
時　
　

間　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

▼
対　
　

象　

村
内
小
学
四
年
生
～
六
年
生（
先
着
六
人
）

　

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　

図
書
館
に
は
、
多
い
と
き
で
一
日
に
千
人
を
越
え
る

利
用
者
が
出
入
り
し
ま
す（
平
成
十
三
年
度
の
一
年
間
の

利
用
者
数
十
四
万
二
千
七
百
七
十
二
人
）。
そ
こ
で
、
皆

さ
ん
が
良
い
環
境
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
館
内
で
は
、
大
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
は
、
お
子

さ
ん
が
駆
け
歩
い
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
で
遊
ん

だ
り
し
な
い
よ
う
に
目
配
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
・
雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
は
、
期
限
内
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

たんぽぽの会による読み聞かせ
　毎週土曜日（第５土曜日を除

く）の午後２時から、おはなし

コーナーで実施しています。

新聞切り抜きボランティア募集
　土曜日に、東海村に関する記

事の切り抜きをしてくださる方

を募集しています。

休館日
８月12日（月）・19日（月）

　　26日(月）・30日(金）

９月２日（月）・９日（月）
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　平成15年４月、東海

駅前に「科学技術、創造

性豊かな文化、地域の

方々と交流する場」をテーマに核燃料サイクル開発

機構が建設を進めている総合交流館が開館しま

す。そこで、この総合交流館の愛称を募集します。

●申し込み・問合せ　８月30日（金）必着で、愛称

１点とその理由、応募者の住所・氏名・年齢・

電話番号・職業（応募者が小・中学生・高校生の

ときは学校名）を明記の上、核燃料サイクル開発

機構東海事業所「東海総合交流館愛称募集」係（〒

319-1194　東海村村松４-33　　0120-700-496

　F A X 2 8 2 - 2 3 0 9 　電子メールa t o m ＠

tokai.jnc.go.jp）へ申し込みください。

８・10号／お知
ら
せ

アップ／Aug.

ピ
ッ
ク

世帯数

総人口

　男　

　女

世帯

人

人

人

平成14年７月1日現在

前月比

　＋21

＋29

＋21

＋８

12,423

34,796

17,520

17,276

●期　　日 ９月８日（日）・1 6 日（月）・2 1 日

（土）・22日（日）　※予備日…10月６日（日）

●時　　間 午前９時

●場　　所 村テニスコート

●対　　象 村内在住・在勤の方

●種　　別 一般男子Ⅰ・Ⅱ、一般女子Ⅰ・Ⅱ、

壮年男子

●参 加 費 1,500円／人

●申し込み ８月24日（土）までに村のテニスコー

トクラブに備え付けの申し込み用紙に必要事項

を記入の上、直接申し込みください。

●問 合 せ 鈴木廣光さん（　306-2366）

第34回東海村テニスシングルス大会
参加者募集

未就業の在宅看護士
ナースバンク登録者募集
　近年、医療の進歩や高齢化社会の到来により、

看護の重要性が叫ばれており、保健士、助産士、

看護士の需要が増加しています。そこで、在宅看

護の有資格者に一人でも多く就業していただくた

め、ナースバンクに希望条件を登録していただ

き、それを基に無料で就職相談および職業紹介を

しています。登録者には、年４回求人情報を送付

します。

●問 合 せ（社）茨城県看護協会・茨城県ナース

センター（　225-8572）

　原子力防災習慣にちなんで「原子力安全モデル自

治体を目指して」をテーマとした原子力防災村民討

論会を開催します。そこで、原子力防災に関する

意見発表者（各コミュニティセンターごとに２人）

を募集します。

●日 程 等

●対　　象　村内在住・在勤の方

●申し込み・問合せ 原子力対策課防災係（内線

1518）

原子力防災を共に考えませんか
意見発表者を募集します

日　　時
９月28日（土）
午後１時30分から
９月29日（日）
午後１時30分から

場　　所

舟石川コミュニティセンター

村松コミュニティセンター

東海村総合交流館（仮称）
愛称を募集します!

ソフトバレーボール教室参加者募集
■期　　日 ９月６日（金）・13日（金）・17日

（火）・20日（金）、10月１日（火）の全５回

■時　　間 ９時30分～11時30分

■場　　所 総合体育館

■対　　象 小学生以上の男女（先着40人）

■申し込み・問合せ ８月13日（火）の午前９時

から総合体育館で受け付けます。

参
加
費

無

料
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

航空学生
（海・空）

高等学校卒業（見込み）以上21
歳未満

９月21日（土）

10月12日（土）から17日（木）ま
での指定する１日（空は第３
次試験まで）

平成15年１月24日（金）

入隊後約６年間で幹部パイ
ロットになります。

受 付 期 間

対 　 　 象

一般曹行学生
（陸・海・空）

18歳以上
24歳未満

９月16日（日）

10月２日（水）から８日（火）
までの指定する１日

11月６日（水）

約２年間の教育終了後、全
員３等陸・海・空曹に昇任
します。

2等陸・海・空士
（平成15年３・４月入隊）

18歳以上
27歳未満

男子９月17日（火）
または９月22日（日）
女子９月24日（火）

男子11月中旬
女子11月12日（火）

陸上は２年、海上・航空は
３年を１任期として採用さ
れます（以降１任期２年とし

て、継続可能）。

自衛隊茨城地方連絡部水戸事務所　　226-9294　ホームページhttp://www.net-ibaraki.ne.jp/ibaplo/　iモードホー
ムページhttp://www.net-ibaraki.ne.jp/ibaplo/i-iba.htm　または、企画総務部総務課総務法制係（内線1313）

163,300円／月（学歴・経歴等により増額されます）
その他各種手当てがあります。
ボーナス年３回（4.75か月分）
無料で支給されます。

平成14年度自衛官募集

第１次試験

第２次試験

合格発表

初任給等

衣 食 住

そ の 他

申し込み・
問 合 せ

種目
区分

曹候補士
（陸・海・空）

18歳以上

27歳未満

９月16日（日）

10月２日（水）から８日（火）

までの指定する１日

11月12日（火）

■日　　時 ９月から平成1 5年３月までの第

２・４木曜日の午後１時から２時30分まで

■場　　所 村松コミュニティセンター

■対　　象 村内在住・在勤の方（先着20人）　

■講　　師 新妻ヒロ子さん　

■申し込み・問合せ 当日、村松コミュニティ

センターへ直接お越しください。

フォークダンス教室受講生募集

■期　　日 ９月８日（日）・15日（日）・16日

（月）・21日（土）・22日（日）・28日（土）の全６回

※予備日…９月29日（日）、10月６日（日）

■時　　間 午後１時～３時

■場　　所 村テニスコート

■対　　象 村内在住・在勤で18歳以上の一般

男女（先着40人）

■申し込み・問合せ ８月13日（火）の午後６時

30分から、総合体育館で受け付けます。

テニス教室参加者募集

参
加
費

600
円／
人

　日常の生活を通して気付いた疑問や要望、村の

将来についての夢や希望を女性の視点から提案し

ていただき、村政に反映させ、男女共同参画と女

性の地位向上に対する理解を深めることを目的に

女性議会を開催します。そこで一日女性議員を募

集しますので、奮ってご応募ください。

●期　　日 11月13日（水）　

●時　　間 午前10時～午後４時30分

●場　　所 東海村議会議場（議会棟２階）

●対　　象 村内在住の成人女性で、一日女性議

員の未経験者22人（定員を超えた場合は抽選）

●申し込み・問合せ ８月30日（金）までに住所・

氏名・年齢・電話番号を明記の上、企画総務部

自治推進課ハーモニー・交流係（内線1343、

FAX287-0317　電子メールjitisuisin＠vill．

tokai.ibaraki.jp）へ申し込みください。

東海村女性議会を開催
一日女性議員を募集

参
加
費

1､0
00円
／人

８月５日（月）～９月６日（金）

入隊後約３年以降、選考に
より３等陸・海・空曹に昇
任します。

試
験
期
日
等

初
任
給
等
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　訪問販売等でサービス契約などをしてしまった

場合、契約のための書面を受け取った日から８日

間以内なら、無条件で契約の解除が可能なクーリ

ングオフ制度をご存知ですか？　皆さんの消費生

活に関する苦情などを解決していきます。

■日　　時 毎週月曜日から金曜日の午前９時か

ら正午までと、午後１時から５時まで（※専門

相談員への相談は月曜日と木曜日の午前９時か

ら正午までと、午後１時から４時まで）

■問 合 せ 経済環境部経済課商工観光係（内線

1438）

消費生活相談コーナーの開設 8
診療時間

問 合 せ

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

 期日

11日（日）

18日（日）

25日（日）

病医院名

尾形医院

東海病院

武藤小児クリニック

電話番号

282-4781

282-2188

282-7722

ご利用ください　訪問一般歯科検診
■期　　日 ８月から毎月第３水曜日

■対　　象 傷病等により寝たきりか、寝たき

りに近い状態の方で、歯科病医院への受診が困

難なため、検診を希望する方（年１回）

■内　　容 一般歯科検診および口腔ケア指導

■医　　師 東海病院歯科医師および歯科衛生士

■そ の 他 口腔ケア指導に関しては医師が必

要とした回数を実施します。

■申し込み・問合せ 検診は予約制ですので、

福祉部福祉課高齢福祉室高齢福祉係（内線1164）

へ申し込みください。

参
加
費

500
円／
人

西山わんぱく広場
キャンプ参加者募集
●日　　時 ９月７日（土）午後２時～８日（日）午

前10時

●場　　所 西山わんぱく広場

●対　　象 小学３年生以上中学生まで（先着100

人）

●内　　容 子どもだけのテント生活、野外炊飯

●参 加 費 1,200円／人

●そ の 他 テント生活ができる服装、軍手

●申し込み・問合せ ８月23日（金）以降に茨城県

立西山研修所（常陸太田市稲木町1699-イ　　

0294-72-0359　FAX0294-72-0349）へ申し込み

ください。

■期　　日 毎月第１水曜日　

■時　　間 午前10時～午後３時

■場　　所 水戸パートバンク（水戸市三の丸

１-４-73　水戸三井ビル１階）

■対　　象 パートタイムで働いている方や、

これから働こうとしている方

■参 加 費 無料

■問 合 せ （財）21世紀職業財団茨城事務所（水

戸三の丸１-４-７水戸三井ビル　　226-2413）

小規模ボイラー取扱資格取得講習案内

■期　　日 ９月４日（水）～５日（木）　

■時　　間 午前９時～午後５時

■場　　所 茨城県JA会館（水戸市梅香１-１-４）

■費　　用 9,700円（受講料・テキスト代）

■申し込み・問合せ　８月19日（月）か20日（火）に

日本ボイラ協会茨城支部（水戸市南町２-５-４

　225-6185　FAX225-6509）へ持参もしくは現金

書留で申し込みください。

パートタイマーのための労働相談

夏休み特別企画「夏休み自然なんでも相談」

　自然について日ごろ分からないこと、疑問に

思っていることについて、何でも相談に応じます。

どなたでもお気軽にご参加ください。

■日　　時 ８月18日（日）　午後１時30分～３時

■場　　所 博物館１Ｆディスカバリープレイ

ス観察コーナー

■申込締切日　当日直接会場にお越しください。
シャボン玉で遊ぼう

　今回はストローだけではなく、針金やゴム風船

などさまざまな道具を使ってみます。

■日　　時 ８月24日（土）①午前10時30分～正

午　②午後２時～３時30分

■場　　所 博物館１Ｆスタディールーム
■対　　象 主に幼児・小学生向け（30人）

■申込締切日　当日、スタディールーム前で開
始１時間前から受け付けます。なお、応募
者多数の場合は抽選となります。

申し込み・問合せ

　ミュージアムパーク茨城県自然博物館（岩井市

大崎700　常磐自動車道谷和原Ｉ・Ｃから20分　

　0297-38-2000）へ申し込みください。

ミュージアムパーク茨城県自然博物館
イベント参加者募集参

加
費

無
　
料
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平成14年度就学義務猶予免除者等
中学卒業程度認定試験
　この認定試験は、病気などやむを得ない事由に

より、保護者が義務教育諸学校に就学させる義務

を猶予または免除された者、やむを得ない事由よ

り登校することができない方で、保護者が就学さ

せる義務の猶予または免除を受けることができる

事由に相当する事由があると文部科学大臣が認め

た方や、年度末までに満16歳以上になる者および

日本の国籍を有しない方で年度末までに満15歳以

上になる方に対し、中学校卒業程度の学力がある

かどうか認定するために国が行い、合格者には、

高等学校の入学資格を与える試験です。

●対　　象 次の用件のいずれかに該当する方　

就学義務猶予免除者である方または就学義務猶

予免除者であった方で、平成15年３月31日（月）

までに満15歳以上になる方　　保護者が就学さ

せる義務の猶予または免除を受けず、小・中学

校（中等教育学校の前期過程を含む）、盲学校、

ろう学校、もしくは養護学校の小・中学部のい

ずれかに在学し、平成15年３月31日（月）までに

満15歳に達する児童または生徒で、就学させる

義務の猶予または免除を受けることができる事

由に相当する事由があると文部科学大臣に認め

られた方　　日本国籍を持たず平成15年３月31

日（月）までに満15歳以上になるもの　　平成15

年３月31日（月）までに満16歳以上になる方（　ま

たは　の用件に該当する方は除く）

●試 験 日 11月５日（火）　

●時　　間 午前10時～午後３時40分

●申し込み ９月２日（月）までに願書等に必要事

項を記入の上、茨城県教育委員会へ申し込みく

ださい。

●問 合 せ 詳しくは、茨城県教育委員会（水戸

市笠原町978-6　　301-1111）または東海村教育

委員会学校教育課企画総務係（内線1412）へお問

い合わせください。

東海駅富士山線一部道路開通に伴う車線規制の解除

◆期　　日 ８月16日（金）　午前６時から

◆場　　所 北茨城市大津港

◆問 合 せ 大津町盆船流し保存会（　0293-46-

0131）

北茨城市●大津の盆船流し

■対　　象

■申し込み・問合せ　印鑑を持参し、申請書に必

要事項を記入の上、福祉部福祉課高齢福祉室高

齢福祉係（内線1163）へ申し込みください。

■日　　時 11月13日（水）　午後７時開演

■場　　所 東海文化センター

■内　　容 木下伸市さん（津軽三味線奏者）を

迎え、皆さんのリクエストにお応えします。

■入 場 料 3,000円（９月14日(土)前売り券発

売開始　※当日500円増し）

■そ の 他 8月15日（木）（消印有効）までにオー

ケストラの演奏や津軽三味線で聴いてみたい曲

をご応募ください。

■申し込み・問合せ 東海文化センター

在宅介護慰労金を支給します

要介護４・５

非課税世帯

要介護３

非課税世帯

要介護３～５

課税世帯

介護保険サービスを受け
ていない期間（１週間程度
のショートステイは除く）

平成13年８月１日から
平成14年７月31日

支給額

10万円

２万５千円

2002　東京室内管弦楽団リクエストコンサート
～オーケストラと津軽三味線の競演!饗宴!～
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Dream-17

こ むろ たく み

小室拓海ちゃん●

　

夢は…。“科学者”
ば ば ゆう だい

舟石川小学校６年●馬場　雄大

　僕は将来、科学者になりたいと思っています。理由は

２つあります。まず１つ目は、自然環境について考える

ことが好きだということです。２つ目は、今、水の汚れ

や空気の汚れなど、さまざまな地球の環境が破壊されて

いることを知り、自然環境をこのような害から守りたい

と思ったからです。

　僕は５年生のときに、自然環境について調べようと思

い、「親父の会」の人たちが作っているビオトープに入っ

たことがあります。そのときに僕は、不思議な気持ちに

なりました。理由は分かりませんが、そこに入ったとき

心が落ち着き、ものすごいパワーを感じたのです。自然

を守り、自然を残していくことが必要だと思いました。

　僕は、この夢を実現させるため、これからもさまざま

な自然環境について学び、自然環境を守りたいと思って

います。

「ドリトル先生の郵便局」の中から
　ドリトル先生シリーズのお話が大
好きで、全巻を何度も読んでしまう
拓海ちゃん（６歳）。
　「ドリトル先生の郵便局」の中から、
ロンドン・スズメのチープサイドが
仲間のスズメたちと郵便配達をして
いるところをかいてくれました。

〈東海村公式ホームページアドレス〉　　http://www.net-ibaraki.ne.jp/tokai/

広
報 

と
う
か
い　
８
月
10
日
号

　　　　　　　　　　　　 「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

　

今
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で
二
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に
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わ
が
家
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息

と
も
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子
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友
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発
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目
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追
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す
。

　

ま
た
、
色
に
も
興
味
が
出
て
き
た
よ

う
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
指
差
し
な
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ら
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？　

こ
れ
は
？
」
と
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い
て
、
毎
日
一
つ
ず
つ
新
し
い
色
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
働
く
車
が

大
好
き
で
、
工
事
現
場
に
行
く
と
、
連

れ
て
帰
る
の
が
大
変
な
く
ら
い
喜
ん
で

見
て
い
ま
す
。

　

母
親
に
な
っ
て
二
年
が
た
ち
ま
す

が
、
あ
ら
た
め
て
子
育
て
の
大
変
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
一
番

悩
み
の
絶
え
な
い
の
が
、
食
事
の
問
題

で
す
。
な
か
な
か
ご
飯
を
食
べ
て
く
れ

ず
、
食
べ
た
く
な
い
と
、
下
に
落
と
し

て
し
ま
う
始
末
で
、
ど
う
し
つ
け
を
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

楽
し
く
食
事
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
の

に
、
つ
い
怖
い
顔
を
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
家
族
の
協
力

の
お
か
げ
で
、
あ
ま
り
感
情
的
に
な
ら

ず
に
、
友
哉
と
向
き
合
っ
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
、
お
友
達
と
よ
く
遊
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
お
友
達
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
数
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
緒

に
遊
ん
で
い
る
と
す
ぐ
に
お
も
ち
ゃ
の

取
り
合
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
後
に

は
相
手
の
子
に
手
が
出
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
ん
な
と
き
、
相
手
の
子
の
お
母

さ
ん
は
、
や
さ
し
く
子
ど
も
に
説
明
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
す
ぐ
に
「
だ
め

!
」と
言
っ
て
、
友
哉
を
責
め
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
悪
気
の
な
い
小
さ
い
心

を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
と
、
本
当
に
し
つ
け
っ
て
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
保
育
園
の
先
生
が
友
哉
を
見

て
、
「
い
い
環
境
で
育
っ
て
い
ま
す

ね
」、
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
、
旅
館
業
を
営
む
環
境

の
中
で
育
ち
、
家
族
や
た
く
さ
ん
の
人

に
温
か
い
気
持
ち
で
見
守
ら
れ
て
い
る

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
責
任
が
あ
る
分
、
子
ど

も
の
成
長
と
と
も
に
喜
び
が
つ
い
て
く

る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
う
の

で
、
楽
し
ん
で
余
裕
を
持
っ
た
子
育
て

を
し
て
い
き
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
友
君
こ
れ
か
ら
も
今
の
笑

顔
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
や
さ
し
く

て
、
強
い
大
人
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い

ね
。
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